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～治療法の確立していない副腎神経芽腫
の患者さんへの新規治療法～
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泌尿器科部長　黒川覚史

英語論文報告

　いわゆる「風邪」や「インフルエンザ」のように
比較的多くの患者さんがかかってしまう疾患と、
ごく少数の患者さんしかかからない疾患があり
ます。今回、ごく少数の患者さんしかかからない、
成人の副腎神経芽腫の患者さんに対して行った
治療が幸いにも功を奏したため、英語論文として
世界に向けて発信しました。このような報告をひ
とつひとつ積み重ねていくことが、未来の良い医
療につながっていくことと信じています。
　近年、現場で働く医療従事者の思いとはうらは
らに、企業や研究者によるデータ改ざんなど医学
研究に関する不正行為が報告されています。その

ような不正をなくすために文科省と厚労省が合
同で「人を対象とする医学系研究に関する倫理指
針」を公布し昨年4月から施行されています。当院
でもデータの不正や患者さんの不利益がないよ
うに、院内の治験センターや外部の倫理委員会で
厳正に審査を行っております。
　地域の皆様ならびに未来の子供たちに良い医
療が提供できるように、これからも努力してまい
ります。

副看護部長　中村 美津
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　愛知県ナースセンター(愛知県看護協会)からご
紹介があり、平成28年８月３日(水)に、２校の高等
学校から３年生９名の生徒が来院されました。来院
後、白衣に着替え、病院のオリエンテーションの後、
リハビリテーション科、放射線科を見学し、部署の
役割や仕事の内容の説明を受けました。手術室で
は、手術台に乗り、患者体験をしました。午後からは
２時間、看護師に同伴し実際の看護を見学しまし
た。体験後の感想には、術中のモニター画面に映る
身体の中の映像が見れて驚きました、緊張している
自分たちに優しく声を掛けてくれたり、笑顔で患者
さんに接している看護師を見て、来た時よりも看護

師になろうという思いがさらに強くなった等と書
かれていました。いつの日か、一緒に働ける日が来
るのを楽しみに待っています。 高校生の１日看護体験


